
猛
暑
対
策
の
決
定
版
！

遮
熱
塗
料
の

季
節
が

到
来！
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まだまだ続く雨対策の決定版！
家の上下から住空間を守る！
太陽光買い取り終了検討

　
七
月
を
迎
え
、
本
格
的
な

暑
さ
が
訪
れ
ま
す
。
昨
年
、

一
昨
年
の
異
常
な
暑
さ
は
、

も
は
や
殺
人
的
と
い
っ
て
も

よ
い
猛
暑
で
し
た
。
今
年
も

こ
の
暑
さ
か
ら
逃
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
季
節
の
定

番
商
品
と
な
っ
た
、
熱
交
換

機
能
を
持
つ
遮
熱
塗
料
に
、

ご
注
文
、
お
問
い
合
わ
せ
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
遮
熱
塗
料
の
特
徴
は
、
二

五
℃
を
分
岐
点
に
、
入
熱
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。

　
塗
面
は
熱
を
貯
め
に
く
い

性
質
を
も
ち
、
同
時
に
高
い

耐
久
性
を
示
し
ま
す
。
気
温

が
二
五
℃
以
上
の
場
合
、
熱

緩
和
反
応
を
示
し
ま
す
。
ま

た
、
気
温
が
二
五
℃
を
下
回

る
と
熱
収
縮
が
始
ま
り
機
能

材
の
構
造
特
性
に
よ
っ
て
、

室
温
低
下
を
抑
制
し
ま
す
。

　
一
般
的
な
折
板
屋
根
の
夏

季
の
表
面
温
度
は
、
六
〇
℃

か
ら
八
〇
℃
ほ
ど
に
ま
で
上

が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
遮
熱
塗
料
を
用
い
る

と
屋
根
表
面
温
度
は
四
〇
℃

程
度
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
躍
進
本
社
の
社
屋
・
屋
根

に
お
い
て
遮
熱
塗
料
を
塗
装

し
、
熱
交
換
効
果
に
関
す
る

デ
ー
タ
も
取
得
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
供
た
ち
に
遮
熱

塗
料
を
塗
布
し
た
エ
リ
ア
に

立
っ
て
も
ら
い
、
炎
天
下
で

も
足
裏
が
熱
く
な
ら
な
い
こ

と
を
示
し
ま
し
た（
写
真
右

参
照
）。

　
ま
た
、
防
水
箇
所
、
一
般

塗
装
部
分
、
外
装
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
部
分
に
、
各
種
の
遮

熱
処
理
を
行
い
、
室
温
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
家
全
体
の
温

度
上
昇
の
抑
制
効
果
、
省
エ

ネ
・
節
電
効
果
が
期
待
で
き
、

経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で

な
く
、
住
ま
わ
れ
る
方
の
健

康
増
進
に
も
有
効
で
す
。

　
も
し
エ
ア
コ
ン
が
故
障
す

れ
ば
、
家
の
中
で
も
熱
中
症

に
見
舞
わ
れ
る
時
代
で
す
。

今
こ
そ
遮
熱
塗
料
で
家
全
体

を
「
遮
熱
仕
様
」
に
変
え
ま

し
ょ
う
。
躍
進
ま
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
連

絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
す
。

　
「
年
輪
経
営
」
は
、
樹

木
の
年
輪
の
よ
う
に
、
毎

年
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い

る
様
子
を
意
味
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
決
算
期
に

お
い
て
、
昨
年
よ
り
、
少

し
で
も
業
績
が
伸
び
て
い

る
状
態
を
継
続
さ
せ
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
理
想
は
、
対
前
年
比
一

〇
パ
ー
セ
ン
ト
ア
ッ
プ
で

す
が
、
伸
び
率
の
目
標
は
、

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
で
決
め

れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
昨
年
よ
り

は
業
績
を
少
し
で
も
伸
ば

す
こ
と
が
何
よ
り
も
肝
要

な
の
で
す
が
、
人
員
増
や

設
備
投
資
が
あ
っ
て
も
、

そ
の
経
費
分
を
補
充
し
な

が
ら
、
多
少
で
も
前
年
比

ア
ッ
プ
を
実
現
す
る
こ
と

が
「
年
輪
経
営
」
の
目
標

で
す
。

　
大
樹
も
根
が
な
け
れ
ば

育
た
な
い
の
で
す
。
企
業

に
例
え
れ
ば
、
そ
の
根
は

黒
字
経
営
で
す
。
黒
字
経

営
と
い
う
根
の
う
え
に
、

幹
が
あ
り
、
枝
葉
が
あ
る

の
で
す
。
最
低
限
、
前
年

比
よ
り
も
一
％
で
も
伸
び

て
い
れ
ば
よ
い
と
い
う
考

え
は
極
め
て
重
要
で
す
。

こ
れ
に
加
え
、
対
前
年
比

を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
改
め
て
い
え
ば
、
利
益

は
企
業
の
目
的
で
は
な
く

条
件
な
の
で
す
。
こ
れ
は
、

極
め
て
強
い
位
置
付
け
で

す
。
利
益
が
条
件
で
あ
る

以
上
、
企
業
活
動
の
す
べ

て
に
常
に

つ
き
ま
と

う
だ
け
で

な
く
、
利

益
確
保
に

関
し
て
、
極
め
て
強
い
意

志
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
で
す
。

　
利
益
と
は
、
企
業
存
続

の
条
件
な
の
で
す
。
利
益

と
は
、
未
来
の
費
用
、
事

業
を
続
け
る
た
め
の
費
用

な
の
で
す
。

　
躍
進
の
「
年
輪
経
営
」

は
、
ま
さ
に
明
る
い
未
来

を
実
現
す
る
手
法
な
の
で

す
。
栄
え
あ
る
未
来
に
、

み
な
さ
ま
と
共
に
生
き
る

令
和
の
躍
進
に
、
ど
う
ぞ

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
令
和
に
お
け
る
躍
進
は
、

「
漸
進
（
ぜ
ん
し
ん
）
主

義
の
生
き
方
改
革
」
を
実

践
し
て
い
る
途
上
で
す
。

　
漸
進
と
は
「
徐
々
に
段

階
的
な
方
法
で
緩
や
か

に
」
と
い
う
意
味
で
す
。

過
激
的
要
素
が
含
ま
れ
て

い
る
急
進
主
義
の
対
極
に

あ
る
言
葉
で
す
。

　
そ
し
て
、
躍
進
で
は
、

持
続
可
能
な
黒
字
経
営
を

目
標
に
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の

課
題
一
つ
ひ
と
つ
を
確
実

に
実
現
さ
せ

る
こ
と
で
、

目
標
に
近
づ

く
の
で
す
。

　
課
題
を
分

類
し
、
実
行
の
優
先
順
位

を
決
め
、
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
な
が
ら
、
他
者
と
の
調

整
を
取
り
、
緩
や
か
で
も

確
実
に
や
り
き
る
漸
進
的

な
や
り
方
を
実
行
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
事
に
当
た
る

時
に
は
、
熱
意
と
ス
ピ
ー

ド
を
持
っ
て
や
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
信
念
を
背

景
に
、
躍
進
で
は
、
持
続

可
能
な
黒
字
経
営
の
根
を

広
く
深
く
浸
透
さ
せ
る

「
年
輪
経
営
」
を
め
ざ
し

家
全
体
の
温
度
上
昇
を

抑
制
し
省
エ
ネ
す
る



鋳造品ではなく

鍛造品を使用！

オイルダンパー
日立オートモティブシステムズ（旧トキコ）社製。
半永久的に使用が可能です。

クレビス（回転支承部）
強度に優れた鍛造品を
使用しています。
鍛造品は、加熱した金属を金型で圧縮、打撃、鍛錬して成形されます。
一般的に疲労度が大きい箇所や靭性が必要とされる部分に使われます。

枠

腕

開口部や空いている壁面を補強するだけで

耐震性がアップ！

トグル制震構法増 幅 機 構 付 き
油圧制震ブレース

ますます好評！ますます好評！

〒３３７―００４３
さいたま市見沼区中川１０６―１
K 048―688―3388
N 048―680―7615
ＵＲＬ=ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｙａｋｕｓｈｉｎ.ｊｐ
Ｅ-ｍａｉｌ=ｙａｋｕｓｈｉｎ-ｎｏ１@ｎｉｆｔｙ.ｃｏｍ

お問い合わせは

躍進までお気軽に！

まだまだ続く雨対策の決定版!
赤外線漏水調査システムFRP防水再施工 と は

（2）2019 年（令和元年）7 月 1日（月） 月刊　住宅情報誌　躍進

策
が
必
要
で
す
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｐ
防
水
は
、
当
社
独

自
の
２
Ｐ
Ｌ
Ｙ
＋
ド
レ
ン
部

分
の
「
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
工

法
」
が
最
大
の
特
徴
。
ガ
ラ

ス
マ
ッ
ト
一
層
の
場
合
で
は
、

立
ち
上
が
り
の
塗
膜
不
足
や

入
隅
・
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
分
の

動
き
が
大
き
い
場
合
に
不
安

が
残
り
ま
す
が
、
ガ
ラ
ス
マ

ッ
ト
二
層
に
中
塗
り
、
ト
ッ

プ
コ
ー
ト
と
い
う
手
順
の
場

合
、
入
隅
部
が
四
層
に
な
る

た
め
安
心
で
す
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
ド
レ
ン

部
分
に
は
「
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ

チ
工
法
」
を
採
用
し
、
躯
体

の
動
き
に
追
従
し
て
破
断
、

ひ
び
割
れ
、
剥
離
を
防
ぎ
ま

す
。

　
専
門
の
調
査
会
社
が
、
調

査
・
補
修
を
何
度
も
く
り
か

　
梅
雨
の
シ
ー
ズ
ン
は
過
ぎ

て
も
、
台
風
や
大
雨
、
ゲ
リ

ラ
豪
雨
な
ど
、
雨
に
よ
る
被

害
が
予
想
さ
れ
る
季
節
は
ま

だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

　
躍
進
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
防
水
再
施

工
と
『
赤
外
線
漏
水
調
査
シ

ス
テ
ム
』
は
、
ま
さ
に
そ
ん

な
雨
対
策
の
決
定
版
で
す
。

　
躍
進
の
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
で
あ
る
Ｆ
Ｒ
Ｐ
防
水
の
保

証
期
間
は
一
〇
年
で
す
が
、

防
水
層
を
保
護
す
る
ト
ッ
プ

コ
ー
ト
の
塗
り
直
し
な
ど
を

怠
る
と
、
防
水
効
果
が
薄
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
日
常
生
活
で
の
履
物
に
よ

る
ト
ッ
プ
コ
ー
ト
の
損
傷
だ

け
で
な
く
、
ド
レ
ン
部
分
の

詰
ま
り
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
フ

ロ
ー
な
ど
に
は
、
適
切
な
対

え
し
て
い
な
が
ら
も
、
一
向

に
雨
漏
り
被
害
が
改
善
さ
れ

な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
は
、
あ

ち
こ
ち
で
聞
か
れ
ま
す
。

　
そ
う
し
た
お
悩
み
を
一
気

に
解
決
し
た
の
が
、
サ
ー
モ

グ
ラ
フ
ィ
法
に
よ
る
『
赤
外

線
漏
水
調
査
シ
ス
テ
ム
』
な

の
で
す
。

　
赤
外
線
は
、
温
度
を
持
つ

す
べ
て
の
物
体
か
ら
、
そ
の

温
度
に
応
じ
た
波
長
分
布
に

よ
っ
て
、
自
然
に
放
射
さ
れ

ま
す
。
そ
の
温
度
に
応
じ
た

波
長
分
布
を
、
色
画
像
と
し

て
示
し
、
様
々
な
状
態
を
分

析
す
る
装
置
が
サ
ー
モ
グ
ラ

フ
ィ
で
す
。
そ
の
た
め
、
今

ま
で
発
見
で
き
な
か
っ
た
雨

漏
り
の
侵
入
口
も
明
確
に
特

定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
特
徴

は
、
広
い
面
積
を
同
時
に
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

モ
ニ
タ
ー
上
に
映
し
出
さ
れ

る
温
度
の
相
対
比
較
を
ひ
と

目
で
分
析
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
右
下
二
枚
の
写

真
は
、
天
井
の
一
部
と
天
井

と
壁
の
間
が
漏
水
し
て
い
る

写
真
で
す
。

　
誌
面
は
モ
ノ
ク
ロ
で
あ
る

た
め
、
ち
ょ
っ
と
分
か
り
づ

ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
上
で
は
、

部
屋
全
体
の
温
度
は
緑
色
で

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
暖
房
な
ど
で
室

内
が
暖
ま
る
と
赤
色
に
変
化

し
ま
す
。
し
か
し
、
漏
水
箇

所
は
水
色
で
表
示
さ
れ
る
の

で
す
。
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
上

で
は
、
中
央
部
分
に
は
、
水

色
を
通
り
越
し
て
、
濃
い
青

色
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ

が
漏
水
箇
所
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
雨
対
策
に
、

ぜ
ひ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
防
水
再
施
工
と

『
赤
外
線
漏
水
調
査
シ
ス
テ

ム
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
依
頼
、
お
問
い
合
わ
せ
は

躍
進
ま
で
お
気
軽
に
。

２
Ｐ
Ｌ
Ｙ
と
「
サ
ン

ド
ウ
ィ
ッ
チ
工
法
」

が
決
め
手

➡

Ｆ
Ｒ
Ｐ
再
施
工before

after



温
度
差
を
利
用
し
漏

水
箇
所
を
色
で
示
す



人工芝と「床下３点セット」で
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同
じ
よ
う
な
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
現
在
、
遮
熱
塗
料

と
合
わ
せ
て
の
ご
注
文
、
お

問
い
合
わ
せ
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
床
下
三
点
セ
ッ
ト
」
は
、

一
年
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん

の
ご
注
文
、
お
問
い
合
わ
せ

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
セ
ラ
ミ
ッ
ク
炭
か
ら
作
ら

れ
た
脱
臭
調
湿
材
『
飛
騨
炭　

床
下
調
湿
材
』
は
、
床
下
に

一
坪
あ
た
り
約
十
二
袋
敷
つ

め
る
だ
け
で
床
下
の
湿
気
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。
底

面
を
フ
ィ
ル
ム
加
工
し
て
あ

り
ま
す
の
で
地
面
か
ら
の
湿

気
も
遮
断
し
ま
す
。

　
同
じ
く
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
炭

か
ら
作
ら
れ
た
土
壌
改
良
材

『
カ
ー
ボ
エ
ー
ス
』
は
、
保

肥
性
、
保
水
性
に
優
れ
、
病

害
虫
の
発
生
を
抑
制
し
ま
す
。

ま
た
土
中
か
ら
放
出
さ
れ
る

ガ
ス
を
吸
着
す
る
ほ
か
、
ph

調
整
機
能
、
土
中
有
効
微
生

物
の
繁
殖
促
進
効
果
も
あ
り

ま
す
。

　
『
床
下
用
攪
拌
・
換
気
シ

ス
テ
ム
』
は
、
中
央
部
設
置

に
よ
る
ダ
イ
レ
ク
ト
換
気

（
新
方
式
）
に
よ
り
一
台
で

二
〇
坪
ま
で
の
床
下
を
カ
バ

ー
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
従
来

　
躍
進
の
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合

提
案
「
足
場
パ
ッ
ク
」
は
、

現
在
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
真
っ
最
中
で
す
。
夏
季
に

お
い
て
は
、
遮
熱
塗
料
（
本

号
一
面
参
照
）
と
合
わ
せ
て
、

屋
根
や
屋
上
に
人
工
芝
（
左

上
写
真
参
照
）
を
敷
設
し
、

家
の
〝
上
〟
を
整
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
床
下
点
検
と
と
も

に
、
シ
ロ
ア
リ
・
腐
朽
菌
対

策
の
目
玉
商
品
と
な
っ
た

『
飛
騨
炭
　
床
下
調
湿
材
』『
カ

ー
ボ
エ
ー
ス
』『
床
下
用
攪
拌

・
換
気
シ
ス
テ
ム
』
の
「
床

下
三
点
セ
ッ
ト
」（
左
下
写
真

参
照
）で
、家
の
〝
下
〟を
整

備
し
、
快
適
な
住
空
間
づ
く

り
を
お
薦
め
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
す
っ
か
り
躍
進
の
夏

の
定
番
商
品
と
な
り
ま
し
た

人
工
芝
。
天
然
芝
の
代
替
品

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
脱

却
し
た
高
級
感
溢
れ
る
品
質

が
大
い
に
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
天
然
芝
は
、
目
土
（
め
つ

ち
）
を
は
じ
め
、
肥
料
、
芝

刈
り
、
養
生
等
極
め
て
多
く

の
手
間
が
か
か
り
、
素
人
に

は
管
理
が
難
し
い
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
人
工
芝
は
お
手

入
れ
が
ほ
ぼ
不
要
。
放
置
し

て
も
荒
れ
る
こ
と
も
な
く
景

観
も
維
持
さ
れ
ま
す
。
耐
久

性
も
風
合
い
も
優
れ
た
も
の

が
数
多
く
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
屋
根
や
屋
上
に
天
然
芝
を

植
え
込
ん
で
、
室
内
を
猛
暑

か
ら
守
る
シ
ス
テ
ム
は
あ
り

ま
す
が
、
天
然
芝
は
管
理
上

の
問
題
等
で
、
限
ら
れ
た
形

状
の
お
住
ま
い
に
し
か
用
い

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
躍
進
の
遮
熱
塗

料
と
人
工
芝
を
併
用
す
れ
ば
、

床下用攪拌・
換気システム

おかげさまで、
「足場パック」の
目玉商品と
なりました。

の
床
下
換
気
扇
三
台
分
に
相

当
し
ま
す
。

　
換
気
と
撹
拌
機
能
を
同
時

に
搭
載
し
た
高
効
率
換
気
シ

ス
テ
ム
で
あ
り
、
床
下
中
央

部
の
高
湿
エ
リ
ア
を
ダ
イ
レ

ク
ト
に
撹
拌
換
気
し
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
布
基
礎
や
基

遮
熱
塗
料
と
併
用
し

室
内
を
猛
暑
か
ら
守
る

礎
パ
ッ
キ
ン
工
法
、
基
礎
断

熱
工
法
等
、
あ
ら
ゆ
る
構
造

の
床
下
に
設
置
可
能
で
す
。

　
夏
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
家

の
内
外
の
ケ
ア
を
〝
上
下
〟

の
視
点
で
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。
躍
進
ま
で
ご
連
絡
を
。

床
下
に
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
ツ
ー
ル

ＲＣ造の置き床下でも羽蟻が発生!
　左の写真は、ＲＣ
造のお住まいの置き
床下で羽蟻が発生し
た様子を撮影したも
のです。細かく散乱
しているのは羽蟻の
羽なのです。
　ベタ基礎の場合、
床板のコンクリート
と立ち上がりのコン
クリートを別に施工
しますので、継ぎ目
に僅かながら隙間が
生じてしまい、そこ

からシロアリの侵入を許してしまうのです。
　また、基礎部分を通っている配管や配線の塞ぎ
目が劣化し、そこにシロアリが穴を開けて侵入す
るケースもあります。さらに蟻道を形成し外壁の
隙間から侵入することや、羽蟻自体が飛来して侵
入することもあります。
　まさにこれは、木造住宅に限らず、すべてのタ
イプの住宅の床下チェックが、いかに重要である
かを裏付ける証拠写真といえましょう。
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本　社

東　京
営業所

株式会社
ヤクシンジャパン

関連会社
不動産事業 防水工事：ＦＲＰ、ウレタン、塩ビシート、

　　ゴムシート、アスファルトシーリング、注入、
ピンニング、シングル葺き

木材保存工事：床下点検、シロアリ駆除
　　及び予防、調湿剤、床下換気　等
塗装工事：各種塗装
外部点検：屋根、陸屋根、バルコニー、
　　外壁　等診断

株式会社
関連会社

ファーストアローズ

〒３３７-００４３ 埼玉県さいたま市見沼区中川１０６-１
K048-688-3388　N048-680-7615
〒107-0062 東京都港区南青山2-2-8 DFビル2F
K03-6804-2541　N03-6804-2542

事 業 内 容

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

太
陽
光
買
い
取
り
終
了
検
討

全
量
・
　
　
　

固
定
価
格
や
め

負
担
軽
減
へ

経産省
2019 年（令和元年）7 月 1日（月） 月刊　住宅情報誌　躍進 （4）

　
こ
の
ほ
ど
経
済
産
業
省
が
、

太
陽
光
発
電
な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買

い
取
り
制
度
の
終
了
を
検
討

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
つ
く
ら
れ
た
電
気
の

全
量
を
一
定
価
格
で
電
力
会

社
が
買
い
、
費
用
を
電
気
料

金
に
上
乗
せ
す
る
仕
組
み
で

消
費
者
ら
の
負
担
が
増
し
た

こ
と
に
対
応
す
る
た
め
で
す
。

　
再
生
エ
ネ
拡
大
と
負
担
軽

減
が
両
立
す
る
よ
う
な
新
制

度
を
つ
く
る
方
向
で
議
論
を

進
め
、
二
〇
二
〇
年
度
の
法

改
正
を
目
指
し
ま
す
。

　
現
在
の
制
度
は
二
〇
一
二

年
に
開
始
。
特
に
太
陽
光
発

電
の
拡
大
に
貢
献
し
、
二
〇

一
八
年
末
の
再
生
エ
ネ
の
設

備
は
制
度
導
入
前
の
約
二
・

二
倍
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
電
気
料
金
に
上
乗

せ
さ
れ
る
「
賦
課
金
」
は
二

〇
一
九
年
度
で
約
二
兆
四
〇

〇
〇
億
円
に
上
り
、
一
般
的

な
家
庭
で
月
七
六
七
円
の
負

担
と
な
る
見
通
し
で
す
。

　
マ
イ
ボ
イ
ス
コ
ム
（
東
京

都
千
代
田
区
）
は
こ
の
ほ
ど
、

一
六
回
目
と
な
る
「
マ
ン
シ

ョ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
経
験
者

・
意
向
者
に
対
し
て
、
マ
ン

シ
ョ
ン
購
入
時
の
重
視
点
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
最
寄
駅
か

ら
の
距
離
」
が
六
八
・
四
％

で
最
多
で
し
た
。

　
次
い
で
「
生
活
環
境
の
利

便
性
（
買
い
物
、
教
育
な

ど
）」「
日
当
た
り・採
光
」「
間

取
り
」
が
各
六
か
ら
七
割
で

続
き
ま
し
た
。

　
重
視
点
の
多
く
で
女
性
の

回
答
数
が
男
性
を
上
回
り
、

「
日
当
た
り
・
採
光
」「
住
居

の
向
き
（
南
向
き
、
北
向
き

な
ど
）」「
地
域
の
治
安
」「
間

取
り
」「
収
納
ス
ペ
ー
ス
」な

ど
は
特
に
男
女
差
が
大
き
く

な
り
ま
し
た
。

　
価
格
や
間
取
り
、
仕
様
や

立
地
な
ど
の
条
件
が
ほ
ぼ
同

じ
と
仮
定
し
た
場
合
に
「
一

戸
建
て
」と「
マ
ン
シ
ョ
ン
」

の
ど
ち
ら
に
住
み
た
い
か
を

全
員
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
一

戸
建
て
」が
五
二・八
％
、「
マ

笠井輝夫の新刊 『昭和と平成を翔け抜け令和へ』
定価1,300円＋税　高木書房

　躍進の代表取締役・笠井輝夫
社長は、令和元年6月に新刊を
上梓いたしました。平成24年2
月に上梓した『「共感・連帯」「結
束・絆」』に続く2冊目の本です。
　主に、平成時代における「ビ
ジネスマン笠井輝夫」の歩みと、
2度にわたる大病を克服した経
緯を中心に綴っています。
　昭和時代の笠井社長は、やん
ちゃな少年がそのまま大人にな
り、結婚し子供にも恵まれまし

たが、仕事の面では決して順風満帆ではありませんでした。
　しかし、平成2年に、新潟県に本社を置く防蟻業者・株式会社
ピコイに入社して以降、まさに水を得た魚のように大活躍しま
す。その後、平成12年10月に躍進を設立し、現在に至るのです。
　そのような中、平成24年11月28日に脳内出血を発症。一命
を取り留めるものの、左半身に障がいが残り、リハビリを日課と
する毎日となります。さらに、平成26年12月15日には、肝臓に
癌細胞がみつかり、手術を余儀なくされます。
　脳内出血で体の機能が失われた時などは、一時は絶望し、ベ
ッドの中で男泣きする毎日だったといいます。しかし、そんな試
練を乗り越え、笠井社長は不死鳥のように甦りました。
　病気の影響で、現在も左半身の自由は十分に利きませんが、
本の中で、失ったもの以上に大きなものを得たという喜びを、
率直に表しています。その嘘偽りない気持ちは、表紙の笑顔に
表れています。まさに、副題の「喜び生活、喜び仕事、喜び幸福人
生を楽しむ！」ことを実践している証拠なのです。
　それは、笠井社長が、誰よりも「ポジティブ・シンキングの実
践者」であるからです。笠井社長に接したすべての人は、その生
き様を感じ、気付きを得るといいます。本書で、その生き様とポ
ジティブ・シンキングのエッセンスを感じてください。

ン
シ
ョ
ン
」
が
二
一
・
三
％

で
し
た
。「
一
戸
建
て
」の
回

答
は
、
女
性
よ
り
も
男
性
の

方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、北
陸
、中
部
、中
国
、四

国
の
回
答
者
は「
一
戸
建
て
」

が
各
六
〇
％
台
と
高
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　
「
一
戸
建
て
」に
住
み
た
い

理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
庭

を
造
る
こ
と
が
で
き
る
」「
駐

車
場
代
が
か
か
ら
な
い
」「
管

理
組
合
な
ど
の
わ
ず
ら
わ
し

さ
が
な
い
」
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
四
割
で
上
位

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
マ
ン
シ
ョ
ン
」
に
住
み

た
い
理
由
で
は
、「
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
が
充
実
し
て
い
る
」「
設

備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
清
掃

な
ど
の
負
担
が
少
な
い
」「
機

密
性
、断
熱
性
が
高
い
」「
設

備
（
床
暖
房
や
浴
室
乾
燥
機
、

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
）
が
充

実
」
が
各
四
か
ら
五
割
で
上

位
で
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
マ
ン
シ
ョ
ン

ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
全
体
で
は
「
ラ

イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
」
が

五
割
強
、「
プ
ラ
ウ
ド
」「
ザ
・

パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
」
が
各
三
か

ら
四
割
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
調
査
は
、
五
月
一
日
か

ら
五
日
に
実
施
し
た
も
の
で

す
。
回
答
数
は
一
万
三
一
二

件
で
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
時
の

重
視
点「
最
寄
駅
か
ら

の
距
離
」が
最
多

マ
イ
ボ
イ
ス
コ
ム
調
べ


